
平成２８年度 第１回山田町総合教育会議 会議録 

 

■ 開催日時   開会 平成２８年１０月２５日（火） 午後１時３０分 

         閉会 平成２８年１０月２５日（火） 午後２時４０分 

 

■ 開催場所   山田町役場 ４階特別応接室 

 

■ 出 席 者   佐 藤 信 逸  町長 

         山 崎 喜 六  教育委員長 

         長 﨑 千 秋  教育委員 

         小野寺 恵 美  教育委員 

         佐々木   毅  教育長 

 

■ 欠 席 者   上 澤 富士夫  教育委員 

 

 ［事務局］ 

 花坂総務課長（オブザーバー） 

 箱山教育次長兼学校教育課長、白土生涯学習課長、田畑学校教育課課長補佐 

 

■ 傍 聴 者   なし 

 

■ 内 容   次のとおり 

 

１ 開会（田畑学校教育課課長補佐） 

 

２ 町長あいさつ 

   お忙しい中、お集まりいただきありがとうございました。7 月 2 日に開館したふれあ

いセンターは 10 月 20 日現在、約 16,000 人の来館がありました。また、国体では、学校

応援などを通じて、全国の皆様に復興への感謝をお伝えでき成功裡に終えることができ

ました。本日は、教育委員長さんをはじめ教育委員の皆さんと忌憚のない話ができれば

思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

３ 教育委員長あいさつ 

   中学校の文化祭を見てきたが、合唱をはじめ両校とも立派であり、順調に動いている

と感じてきました。本日は、町長さんとお話しできる貴重な会議ですので、忌憚のない

意見交換ができればと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

４ 協議事項（座長：佐藤町長） 

 （１）平成 28 年度学校調査結果について（説明：箱山教育次長） 

 ［佐藤町長］ 

  家庭学習の時間の結果をみてどうか。 

［佐々木教育長］ 



  一部では、進路に向けて高くなっているところもある。 

［山崎委員長］ 

  予想どおりの数値である。 

［町長］ 

  P17 いじめはどんなことがあってもいけないことだと思いますか。との問いに、28 名

がどちらかといえばそう思うと回答している。また、P19 相談する人がいないと回答し

た児童生徒がいるようだ。 

［委員長］ 

  調査した結果の活用の仕方は。 

［箱山教育次長］ 

  学校にどうおろすか指導主事を中心に検討しています。今後、復興に向かう山田町の

教育の充実を図るため、学校・保護者・地域関係者を対象とした教育を考える会等にお

いて、協議できればと考えている。 

［委員長］ 

  問題はこれをどう活用するか。子どもたちにディベート方式で話し合わせてはどうか。

自らぶつかり合いをさせては。親と子どもも考えられる。 

［次長］ 

  活用方法については、検討してみたいと思います。 

［委員長］ 

  誰にも話せないというのは問題。そこをどのようにほごしてやるのか。 

［町長］ 

  参考までに町長や教育長に直接手紙を出す自治体もあるようだ。 

［教育長］ 

  自分の責任で子どもを育てるなど、家庭の教育力を高めなければならない。 

［町長］ 

  ふれあいセンターについては、どのように感じておりますか。 

［委員長］ 

  立派に機能していると思う。博物館や美術館に代わるものとして、入選した芸術作品

や遺跡等も常時展示できればよいのではないか。 

［長崎委員］ 

  携帯の所持率が高いのにびっくりした。 

［委員長］ 

  他では実際に事件、事故も起きており、教育関係者も加害者になっているようである。 

［白土課長］ 

  今年度、船越小学校の家庭教育学級で、携帯の使い方等について話をしています。来

年以降、各学校の家庭教育学級のテーマとして取り上げてみることも可能だと思ってお

ります。 

［委員長］ 

  豊間根中学校の学区では、小中連携で取り組んでいる。 

［町長］ 

  防犯上持っている者もあるだろう。 

［委員長］ 



  ふれあいセンター内に防犯カメラが必要と考える。 

［町長］ 

  議会の中でも質問が出た。付近に商業施設もできるので、総合的にみて判断したい。 

［小野寺委員］ 

  携帯所持に関連して、ショックを受けている。親は知らないですよね。 

［次長］ 

  無記名で実施している。 

［教育長］ 

  テレビができた時と同じでこれが普通になると思います。衰退するのではなくみんな

が当たり前に持って、これで育つ子どももいると思われます。もっと大事なことは何な

のかを考えてやっていきたい。親が使っていて子どもにやめさせることは無理があると

思いますし、抑止力にならないと思います。携帯に関する指導は非常に難しいと思いま

す。 

［委員長］ 

  止めようがないように感じる。ブレーキがかけられる子どもを育てるしかないと思い

ます。 

［町長］ 

  今後、効果的な活用をお願いしたい。 

 

（２）その他 

［長﨑委員］ 

  給食センターの必要性について、要らないという親もいる。 

［町長］ 

  全体から見れば多くないかもしれないが、子どもをもっている親は、欲しいという方

が多いと私は考えています。 

［委員長］ 

  基本的に衣食住については、親が責任を持つべきだと思うが、町民の方の要望が強い

のであればということで、前町長が決断したものだと思います。ただ、給食費等の徴収

には苦労するものと思います。 

［町長］ 

  年間ランニングコストは７～８千万円かかると思われるが、やると決断しましたので、

ご理解願います。 

［委員長］ 

  町長の所信表明と前期総合計画は一致していて素晴らしいと思います。郷土愛と豊か

な心の育成を図るとあるが、郷土愛を育むためにも、町民歌で始まる新年交賀会を企画

してみてはどうでしょうか。 

［町長］ 

  先日、芸術祭で歌った。 

［委員長］ 

  大人からやるべきだと思う。新年のスタートを町民歌できる。 

  目に触れるところに、町民歌の歌詞を掲載するべきだと思います。 

［町長］ 



  検討させてください。 

［町長］ 

  その他、何かございませんでしょうか。 

［一同］ 

  ありません。 

 

５ 閉会（田畑学校教育課課長補佐） 


